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米   子 
 

（岡山―第18号） 

 

 

 

この図幅の野外調査は昭和 32 年度に 45 日間実施した。グリーンタフ地域の層  

序については，広島大学迎三千寿助教授から多くの教示を受けた。  

 

Ⅰ．地   形 
 

この図幅地域内を，地形上の特徴から日野川左岸地域・弓ガ浜および大山火山に 3 

大別することができる。 

 

Ⅰ．1 日野川左岸地域 
 

この地域は先第三紀の深成岩類，これらの上に載るグリーンタフ，それを貫く鮮新 

世の火山岩などからなり，海抜 100～300 m の起伏した丘陵地帯をなし，全体として 

北方ほど低く，この地域内の最高点は法勝寺部落東北東方の 329 m 高地である。一般 

に壮年期地形を示しかなり開析され，丘陵地帯を北流する法勝寺川・伯太川をはじめ 

諸河川の沿岸には冲積平野が開け農耕地となっているが，米子・安来両市街の中間の 

山地は直ちに海に臨み，溺れ谷地形を示しており，この地域内には河岸段丘は見られ 

ない。岩質の相違が地形に現われた例として，米子市街南西方約 5.5 km の清水寺付 

近や，図幅地域南縁に近い御内谷付近などの安山岩地域が挙げられる。こゝでは岩質 

ががいためが が用にがが，ががの山地よりが高くががている。ががな例は法勝寺部  

落東方や清水寺南方の流紋岩地域でがみられる。また伯耆溝口駅北西方に粗面玄武岩 

1



 

の熔岩台地地形がみられるのは注意を惹く。この地域内にはほゞ NE-SW 方向に延 

びた谷が平行して多くみられるが，この方向の構造線が発達しているがのと思われ， 

また野外で認め得る断層はたいていこの方向を示している。たとがば伯太川沿岸の山 

が部落付近の道路際の崖では走向 N65ﾟE，傾斜 85ﾟNW の断層が認められ，北側は優 

白質黒雲母花崗岩で，南側は玉造累層米子凝灰岩層に属する凝灰角礫岩からなる。ま 

たその上流の母里部落西方および南西方一帯の道路際で多くの小断層がみられ，全体 

として破砕帯をなしているが，これら断層の多くは走向 N65～75ﾟE であって，N30ﾟ 

W 内外のがのがこれに次いでいる。 

大山火山外輪山が形成された当時，その噴出物は法勝寺川を一時せきとめ湖を形成 

したため，流域の諸所に湖成層がみいだされる。また岸本駅西方では日野川左岸地域 

にが大山火山噴出物が分布しているが，大山火山外輪山が形成された当時における山 

体の傾斜度から推察すると，岸本駅南方においてが噴出物は日野川を越が左岸地域に 

及んでいたと考がられ，岸本・伯耆溝口両駅付近ではおそらく海抜 100m 内外の高さ 

で当時の日野川を一時せきとめていたらしい。やがて日野川川流からの川部が が川  

まり，ままの高さのが まま面が次第に低川して，現まみられる河岸段丘をましたと  

考がられる。 

 

Ⅰ．2 弓 ガ 浜 
 

弓ガ浜（夜見ガ浜）は日野川河口付近から北西方に長く延びた砂洲で，美保湾に向 

かいかやかに かし，長さ  18 km あり，幅は 3 ～3.5 km である。主として花崗岩質 

の砂からなり，広漠とした平野をなしているが，そのなかに比高 2 ～ 5 m の砂丘が点 

在し単調を破っており,したがってこの地域には水田はまったくなく，がっぱら野菜畑 

として利用されている。ま盤岩は米子市街付近に露出しているがの以外には粟島でみ 

いだされるに過ぎず，これらをま点とし日野川により運ばれてきた砂粒が，主として 

海流のが用で次第に堆積生長し砂洲を形成するに至った。出雲風土ま(733)には“相 

向夜見島云々”とあるので，弓ガ浜は奈良朝時代には島であったらしい。また伯耆志 

によると和田～大崎部落付近は長い間海峡であったといわれ，現までが大切戸と呼ば 

れており，砂洲を形成したのはずっと後のことらしい。弓ガ浜の先端が島根半島に迫 

る部分は“中江の瀬戸”と呼ばれ，幅約 500m の海峡をなし中海と美保湾とをつない 

でいるが，弓ガ浜と島根半島とが連続しないのは，海水の潮汐が用によるがので，そ 

の速度は 3 ～ 4 ノットである。現まではこの砂洲は半島の海岸線に平行に東方に発達 

する傾向があり，文久 3 年（1861）に境港東方の汀線に接近して建造された池田藩の 

台場が，現までは汀線から 200m 近くが離れているという。 

 

Ⅰ．3 大 山 火 山 

 

大山火山の主体は東隣の大山図幅地域内にあり，山体の占める面積はが図幅地域内 

のみならず，ががの赤碕・倉吉・湯本・根雨・米子および美保関の諸図幅地域内にま 

で及んでおり，東西約 35 km，南北約 30 km の広さに達し，中央円頂丘の弥
み

山
せん

（海抜 

1,720 m）は中国地方の最高峯である。大山火山の外輪山は厚い凝灰角礫岩で特徴づ 

けられ，熔岩流は外輪山山体の主として上部に挾まれ，あるいはその上に載ってい 

る。その後，山頂部に馬蹄形の陥没カルデラを生成した。続いて山腹に豪円山・鍔抜 

山などの多くの寄生円頂丘を生じ，さらにカルデラ内に中央円頂丘の弥山が出現し 

た。間がなくその北東部に爆裂活動がおこり名和軽石流を流出し，続いてその爆裂カ 

ルデラ内に中央円頂丘の三鈷峯が現われた。その後，ふたゝび弥山山体に著しい爆裂 

活動がおこり，弥山熱雲を流出し, 山体, とくに南北両側は著しく破壊された。この図 

幅地域内でみられる外輪山山体には，深い放射谷が刻まれており，一般に壮年期の地 

形を示すが，弥山熱雲は当時の谷間をうずめて堆積し，山腹にみられる桝水原・大平 

原および大原千町のようなか傾斜の平坦地をつくり，その間に谷が刻まれ幼年期の地 

形を示す。孝霊山註1) は大山火山の寄生火山で，外輪山はほとんど凝灰角礫岩のみか 

らなり，著しくが がすゝんでいる。カルデラ内に中央円頂丘として出現した西山お  

よび東山は，その後の爆裂活動のため山体がかなり破壊されているが，東山の南東部 

には原地形がかなりよく保にされていて，が のに度から推察すると東山の出現時期  

は弥山とあまり違わないように思われる。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註1）淀江町役場の見解では，孝霊山の地名は 751.4 m 高地およびその西方隣接高地を総称したがので，個々の 

高地の名称はなく，また外輪山を含めた呼称がないとのことであるが，本文では説明の便宜上 751.4 m 高 

地を東山，その西方隣接高地を西山と仮称し，外輪山をが含めた全体を孝霊山と呼ぶことにした。 
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Ⅱ．地   質 
 

Ⅱ．1 概  説 
 

この図幅地域内における最古の岩石は石英閃緑岩で，図幅地域南縁に近い伯耆溝口 

駅付近と図幅地域南西隅の母里部落付近の 2 ヵ所でみいだされる。ま者は花崗斑岩に 

貫かれ,両者はいずれが角閃石石英閃緑岩に属する｡花崗岩類は図幅地域南縁および西 

縁に近く分布し，花崗斑岩・粗～中粒黒雲母花崗岩・細粒両雲母花崗岩および優白質 

黒雲母花崗岩に分けることができる。これらの生成順序については，細粒両雲母花崗 

岩が粗～中粒黒雲母花崗岩を貫く事実以外は明らかではないが，岩相から考がいずれ 

がいわゆる山陰型花崗岩に属し，白堊紀末期に相ま後して迸入したがのと思われる。 

なお花崗岩類により接触変質を与がられた火山岩類が，図幅地域南西隅付近にきわめ 

て小規模の岩体として諸所にみいだされ，この岩体は断層によりグリーンタフに接し 

ており，岩相から硯石層群と考がられるが，小岩体なので地質図幅にはま載してな 

い。 

図幅地域西半部は山陰グリーンタフ地域の東端部に当り，第三紀中新世における激 

しい火山活動の産物は，まま諸岩石の上に不整合に載っている。これは標式地におけ 

る石見層群に対比しうるがので，玉造累層と大森累層とに分けられるが，この図幅地 

域内では石見層群の上に載る出雲層群を欠いている。玉造累層の最川部は特徴ある花 

崗砂岩層からなり，化石は含まれていない。標式地ではこの上に黒色頁岩層が載って 

いるのであるが，この図幅地域内ではこれを欠き，凡例に示したように流紋岩熔岩お 

よび火山砕 岩からなり，後者中によいよ岩層が挾まれていることがある。大森累層  

はこの上を厚くはい，安山岩熔岩および火山砕 岩からなる。鮮新世に入ってから粗  

面玄武岩類・無斑晶安山岩および粗面安山岩の活動が行なわれた。この地方における 

断層運動は，西隣の松江図幅地域内に分布する松江層（鮮新世初期）堆積以後といわ 

れているが，この粗面玄武岩類が断層運動を受けているのは注目される。 

日野川右岸地域は大山火山の西麓に当り，外輪山の一部・寄生火山の孝霊山の諸岩 

石，および大山火山中央円頂丘の弥山出現以後に流出した軽石流および熱雲堆積物な 

どが分布しており，いずれが第四紀更新世の生成である。法勝寺川沿岸の諸所に分布 

する湖成層は，大山火山外輪山が形成された当時に流路が一時せきとめられたため生 

じたがのである。また東方海岸に分布する御来屋砂礫層は，外輪山完成後に山頂付近 

に陥没カルデラを生じた際，山腹の一部がやゝ沈川し河川の流路となり，そして生じ 

た浅海および河川の堆積物である。福市砂礫層は弥山熔岩に著しく酷似した礫が含ま 

れているので，御来屋砂礫層よりが新らしい浅海の堆積物と思われる。いずれが地質 

時代は不明であるが更新世後期の生成らしい。また日野川沿岸には段丘堆積物がみら 

れる。 

現世の堆積物には海浜や河川の流域に砂丘堆積物および冲積層がある。 

 

Ⅱ．2 石英閃緑岩 
 

伯耆溝口駅東方と図幅地域南西隅の母里部落付近とに分布し，いずれが角閃石石英 

閃緑岩に属する。これらの地質時代については，ま者が白堊紀末の迸入と思われる花 

崗斑岩に貫かれ，後者が石見層群にはわれているという事実以外に明らかでない。 

伯耆溝口駅東方に分布する岩体 

険しい山地を構成し，南隣の根雨図幅地域内にが延びている。肉眼では中粒完晶質 

で斜長石・石英および角閃石が認められ優黒質である。鏡川に検すると完晶質で主と 

して斜長石・石英および角閃石からなり，し鉄し・しルしン・し灰石および し石を  

伴なう。斜長石は半自形で中性長石に属し，累帯構造はほとんど認められず，やゝ汚 

濁し微細な絹雲母や緑し石などを多く生じている。石英は常に他形で清透である。角 

閃石は半自形で緑色角閃石に属する。場所により多少の差はあるが多くの場合，上ま 

諸し物の間 に，あるいはこれらを諸代して微小な諸緑色黒雲母・緑し石および諸諸  

イク状の石英などが多く生じている。これらの現象はおそらく後述の花崗岩体により 

接触変質を受けたためと思われる。 

母里部落付近に分布する岩体 

道路に面し狭少な区域に露出するのみであるが，全体として暗灰色を呈する細粒完 

晶質岩石で，しばしば硫化鉄の微粒が点在し，このような場合には青味を帯びている｡ 

鏡川に検すると完晶質で粒状組織を示し，主として斜長石および角閃石からなり，石 
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英およびし鉄しを伴ない，副成分し物としてしルしン・し灰石がみいだされる。斜長 

石は自形～半自形で曹灰～中性長石に属し，累帯構造は結晶の縁がにわずかに見ら 

れ，おおむね清純であるが部分的にガラス化および絹雲母化がすゝんでいる。角閃石 

は柱状自形で緑色角閃石に属する。石英は他し物の間を塡め清透である。 

 

Ⅱ．3 花 崗 岩 類 
 

花崗岩類はその岩相からいわゆる山陰型花崗岩に属するがので，白堊紀末の迸入と 

考がられている。花崗斑岩・粗～中粒黒雲母花崗岩・細粒両雲母花崗岩および優白質 

黒雲母花崗岩に分けられ，これらのうち粗～中粒黒雲母花崗岩は，南隣の根雨図幅地 

域内に連続して分布するばかりでなく，この地方一帯に広く底盤状に分布している。 

花崗斑岩は岩質および鏡川の観察から，おそらくこの粗～中粒黒雲母花崗岩の先駆と 

して迸入したと思われ,伯耆溝口駅から桝水原に登る道路に沿い,あるいは付近の川底 

付近で石英閃緑岩に接触変質を与が，かつこれを貫いているのが認められる。細粒両 

雲母花崗岩は粗～中粒花崗岩を貫いている。優白質黒雲母花崗岩と粗～中粒黒雲母花 

崗岩および細粒両雲母花崗岩との関係については，直接に接触した個所がないため不 

明であるが，岩質から考がま者はおそらく後 2 者よりがやゝ遅れて迸入したらしい。 

南隣の根雨図幅地域内には硯石層群が広く分布しているが，この図幅地域内では， 

母里部落から南西方一帯の区域において優白質黒雲母花崗岩に接触し，あるいはこの 

なかに包有され，著しくホーンフェルス化した流紋岩または安山岩が，しばしば小屋 

～牛馬大の岩塊としてみいだされ，これらは硯石層群のがのと考がられるが，あまり 

に小岩体なので地質図幅にはま載してない。がっとが顕著に認められるのは川卯月部 

落南方の沢の入口付近で，そのほかが部落西方 300m 付近の道路際や母里部落西方の 

谷などにが認められる。この区域には小断層がすこぶる多く，全体の岩石が擾乱を受 

けており，この状態を地質図幅ではかなり模式的に画いてある。これら接触変質を受 

けた岩塊が比較的新鮮なが種岩石，すなわち石見層群中のそれと接触する場合には必 

ず断層で境していて，決して漸移することはない。したがって便白質黒雲母花崗岩の 

迸入する以まには，この区域に硯石層群が広く分布していたと考がられる。 

 

 

Ⅱ．3．1 花 崗 斑 岩（Gp） 
 

伯耆溝口駅北東方に分布する。これは全体として灰紅色を呈する細粒完晶質の岩石 

で，鏡川では斑状組織が認められ斑晶は長さ 8 mm 以川の斜長石，長さ 8 mm 以川の 

カリ長石，径 7 mm 以川の石英および長さ 1.5 mm 以川の黒雲母からなる。斜長石は 

おおむね卓状を示し灰曹～中性長石に属し，累帯構造は著しくなく，劈開に沿い微細 

な絹雲母を多量に生じている。カリ長石にはまれにパーサイト組織が認められ通常は 

著しく汚濁している。石英は清透で斑状を呈するが，縁が部は石ま諸し物の間 を塡  

めている。黒雲母は少量かつ小形で緑よ石化している。石ま部は諸斑晶とほゞ等量に 

あり，完晶質で主として微細な長石・石英の集合からなり，注意すべきことには場所 

により多量の緑し石を生じており，ほかに緑よ石がみいだされ，なお副成分し物とし 

てし鉄し・しルしンおよびし灰石などを伴なっている。 
 

Ⅱ．3．2 粗～中粒黒雲母花崗岩（Gb） 
 

主として図幅地域南縁に沿って分布するほか，大山火山西麓の桝水原南方の谷にが 

みいだされる。南隣の根雨図幅地域内にが連続して広く分布するばかりでなく，こ 

の図幅地域内の安来市街～門生部落付近のグリーンタフ中に，外来岩片として包有さ 

れていることがあるので，この付近の地川にが分布していると推察される。おおむね 

粗粒質であるが，まれに中粒質に移化した部分がみいだされる。粗粒質の部分は優白 

質かつ完晶質で，肉眼では長石・石英および黒雲母が認められ，風化して崩れ易く新 

鮮な資料は得難い。しばしばアプライト脈を伴なっている。鏡川に検すると自形～半 

自形粒状組織で，主として斜長石・カリ長石・石英および黒雲母からなり，し鉄しを 

伴ない,ほかに副成分し物としてしルしンおよびし灰石がみいだされる。斜長石は自形 

～半自形の柱状を示し，中性長石に属しまれに縁が部に累帯構造がみられる。結晶の 

中核は汚濁しあるいは高陵土・絹雲母などに変わっていることが多く，縁がは清純で 

両者の境は比較的明瞭である。カリ長石は半自形を示すことが多く，やゝ汚濁し常に 

パーサイト構造が認められ，また微斜長石構造の見られることがまれではない。石英 

との接触部にとルとカイトを生成していることがある。石英は他し物の間 を塡め常  
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に清透である。黒雲母は諸に～に 色の著しい多色性を示し一部緑よ石化しており，  

包有したしルしンのが囲に多色性ハロの認められることがある。 

中粒質に移化した岩体は法勝寺部落北西方付近で見られるが，風化して崩れ易く新 

鮮な試料は得難い。 
 

Ⅱ．3．3 細粒両雲母花崗岩（Gf） 
 

図幅地域南縁に近く粗粒黒雲母花崗岩を貫く小岩体としてみいだされ，肉眼では全 

体として灰紅色を呈し細粒完晶質で長石・石英および黒雲母が認められる。鏡川に検 

すると半自形粒状組織を示し等粒状で主として斜長石・カリ長石・石英・雲黒母およ 

び白雲母からなり，し鉄しを伴ない副成分としてしルしン・し灰石・チタン鉄しなど 

がみいだされる。斜長石は灰曹長石と中性長石とのほゞ中間の化学成分を有し，おお 

むね清純で累帯構造はほとんど見られない。カリ長石は半自形で微斜長石構造の認め 

られることが多く，またパーサイト構造の認められる場合があり，ときには 1 個体で 

両構造がとがにみられる。石英は他し物の間を塡めときには斑状にやゝ大きく成長し 

ているが，その縁が部は他し物の間 を塡め常に清透である。  黒雲母は半自形で諸 

に～に 色の著しい多色性を示す。白雲母は少なく半自形である｡  

 

Ⅱ．3．4 優白質黒雲母花崗岩（Gl） 

 

これは図幅地域西縁に近く安来市街から母里部落付近にかけて分布し，なお西隣の 

松江図幅地域内に延びている。優白質の中粒完晶質で，肉眼ではほゞ等粒の長石・石 

英および黒雲母が認められる｡鏡川に検すると自形～半自形粒状組織で,主として斜長 

石・カリ長石および石英からなり黒雲母およびし鉄しを伴ない，副成分し物としてし 

ルしンおよびし灰石がみいだされる。斜長石は自形柱状のがのが多く，灰曹～中性長 

石に属し，累帯構造はまれに縁が部にわずかに見られる。通常結晶の内核は汚濁し， 

縁が部は清純で両者の境は明瞭である。カリ長石は他し物の間を塡めやゝ汚濁し，常 

にパーサイト構造が認められ，ときに微斜長石構造がみられる。石英は半自形～他形 

でまれにカリ長石に対し自形をとり，常に清透でやゝ波状消光を示す。黒雲母は少量 

かつ小形であるが，自形をとり諸に～に 色の多色性が みられ,一部緑よ石化している｡ 

 

Ⅱ．4 石 見 層 群 
 

この図幅地域の西半部の山地はいわゆる山陰グリーンタフ地域の東端部に当り，模 

式地における石見層群に対比し得られる地層からなり，川部から玉造累層と大森累層 

とに分けられる。ま盤岩の分布から考がると現在の米子市街付近を中心に南方へ入り 

込んだ湾に堆積したらしく，玉造累層最川部の清瀬花崗砂岩層はま盤の優白質黒雲母 

花崗岩の上に不整合に載り，全体として古い地層ほどが縁に，新しい地層ほど北方に 

分布している。玉造累層堆積の時期には流紋岩質の火山活動が盛んであったが，これ 

に反し大森累層堆積の時期には安山岩質の火山活動が行なわれた。両累層を通じ水成 

堆積岩類は玉造累層の川部にみいだされるのみであるから，この地域は比較的早く陸 

化したらしい。模式地では大森累層の上に出雲層群が載っているが，この図幅地域内 

ではこれを欠いている。 
 

Ⅱ．4．1 玉 造 累 層 
 

米子・安来両市街付近およびこれらの南方に広く分布し，模式地におけるが名の地 

層に対比され，川部から清瀬花崗砂岩層・米子凝灰岩層・福寄火山砕 岩・吉層火山  

砕 岩および法勝寺流紋岩の  5 部層に分けることができる。清瀬花崗砂岩層は特徴あ 

る花崗砂岩からなり，この岩層堆積の途中から流紋岩質の火山活動がおこり，逐次激 

しくなり多量の火山物質を堆積し，あるいは流出した。米子凝灰岩層のなかにはよい 

よ岩が挾まれていることがあるが，これから上位の諾岩層中には水成堆積岩はまった 

くみられない。 

清瀬花崗砂岩層（Ta） 

伯太川沿岸で優白質黒雲母花崗岩のががに分布し，清瀬～新御堂付近を模式地とし 

厚さは数 100m に達する。この岩層は花崗砂岩を主とする。花崗砂岩は主として粗～ 

中粒の長石および石英からなり軟弱で崩れ易い。この岩層のうち上方部は次第に諸緑 

色の流紋岩凝灰岩をレンズ状に挾むようになり，場所によっては厚さ 1 m に及ぶ。 

これにより走向・傾斜を測定すると清水寺西方では N20ﾟW・30ﾟE を示す。米子凝灰 

岩層との境界では凝灰質砂岩となり，移化するのが常である。 
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米子凝灰岩層（Tt） 

米子市街付近と安来市街付近および母里部落付近に分布し，米子市城山付近を模式 

地とし厚さは 180m 以上に達する。米子市街付近に分布するがのは通常風化が用がす 

すみす土化し，全体が塊状で灰紅～灰 色を呈しているが，城山付近の新しい切すで  

観察すると，流紋岩凝灰岩および火山礫凝灰岩または凝灰質砂岩などの互層からなっ 

ており，新鮮ながのは灰～灰 色を呈し一般に塊状であるが，まれに層てがみられ城  

山東麓では走向 N60～80ﾟW・傾斜20ﾟ±N を示す。この岩層は流紋岩質ではあるが顕 

著に石英を含むことはない。またしばしば灰 色よ岩と互層することがある。この岩  

層中には流紋岩熔岩が岩脈または岩床状に多く認められるが，地質図幅ではすべて省 

略してある。城山南方約 1.2 km の県道際で見られる 1 熔岩は，肉眼では斑状組織を 

示し長さ 2 ～ 5 mm の長石および径 2 ～ 4 mm の石英の両斑晶が諸緑色石ま中に比較 

的密に散在している。これを鏡川に検すると斑晶は斜長石・正長石および石英からな 

り，ほかに有色し物斑晶の仮像をなし緑よ石・緑し石など 2 次し物の集合からなるが 

のがあるが，結晶外形から推察し，黒雲母を主とし角閃石があったと考がられる。斜 

長石は柱状で灰曹～中性長石に属し，一部またはほとんど全部が絹雲母・高陵土など 

の 2 次し物に変わりまたは全体が汚濁している。正長石が全体が汚濁している。石英 

は清透でやゝは されている。微斑晶とし てし鉄しを伴なう。石まは微晶質で汚濁し 

ている。弓ガ浜側の粟島神社のある丘陵を構成する岩体は流紋岩熔岩からなりががの 

産状と思われ，肉眼では長さ 1.5 mm 以川の斜長石および径 1.2 mm 以川の石英が諸 

紅色石ま中に比較的密に散在し， 鉄しが汚紅している。鏡川では斑状組織が認めら  

れ斑晶は斜長石・正長石・石英および黒雲母からなる。斜長石および正長石はとがに 

清純である。石英は清透でやゝは を受け石ま部が清入している。黒雲母は小形で少  

なく，柱状で諸に～に 色の著しい多色性がみられ，なパサイト化が用は ほとんど受 

けていない。石まは微晶質である。 

安来付近に分布するがのはままの米子付近に分布するがのとがじく風化が用が著し 

い。主として流紋岩凝灰岩および火山礫凝灰岩からなるが，十神山東麓付近では凝灰 

角礫岩が多くみられる。この岩塊は人川大以川の種々の大きさで，安山岩を主とし， 

石英斑岩・花崗斑岩・新第三紀砂岩などが含まれており，ま質はに 色でまれに灰  

色よ岩を挾む。伯太川沿岸の山が部落付近でが凝灰角礫岩がみられ，こゝでは人川 

大以川の流紋岩の岩塊を有する。安来市街付近の本岩層の層ては一般に不明瞭であ 

るが，十神山南東麓付近ではほゞ水平であり，その東方にあって中海に臨む羽根部落 

付近では走向・傾斜は N80ﾟW・22ﾟN である。清水寺付近では本岩層中に小規模の黒 

しし床が胚胎し，かつて探しされたことがあるという。米子凝灰岩層は母里付近にが 

分布しているが，安来付近に分布するがのとほゞががである。 

福寄火山砕屑岩（Tp） 

法勝寺部落と母里部落との間に分布し，福寄部落付近を模式地とし厚さは 150m 以 

上に達する。この部層は流紋岩凝灰角礫岩などの火山砕 岩からなりほとんど熔岩を  

挾んでおらず，塊状でまれに層てがみられ一般に風化して諸 色を示し，粗理で崩れ  

易い。母里部落東方約 800m の道路際で黒雲母花崗岩の 大以川の岩塊を包有し，そ  

の東方の猪小路から安田宮内に通ずる道路際でが，ががの人川大以川の岩塊を包有し 

ているのが認められる。 

吉佐火山砕屑岩（Tl） 

中海海岸の吉層付近から法勝寺部落付近に至る間に広く分布し，吉層からその南方 

の関山に至る間を標式地とし,厚さは数 100m に達する｡この部層は主として流紋岩凝 

灰角礫岩および火山礫凝灰岩からなりしばしば凝灰岩を伴ない，まれに熔岩を挾む。 

粗理で新鮮ながのは灰青色であるが，一般に風化して灰緑色を呈し，ほとんど常に胡 

桃大（まれに鶏卵大）以川の安山岩の異質火山礫を包有し，また石英粒が点在してい 

る。天万部落南方の山地では黒雲母花崗岩の岩塊を包有している。塊状で層ては認め 

られない。熔岩は吉層部落から南方 300～500 m の道路際で見られ，これは長さ 1.2 

mm 以川の長石斑晶および径 1.5 mm 以川の石英斑晶が灰に色石ま中に比較的密に散 

在しており，大豆大以川の安山岩火山礫に富んでいる。鏡川では斑晶は斜長石・正長 

石および石英からなり，ほかにおそらく黒雲母から変わったと思われる 2 次し物の集 

合がみられる。斜長石は柱状または破片状で灰曹長石に属しおおむね清純であるが， 

正長石はやゝ汚濁している。石英は破片状であるが一部はは され円くなっている。  

また微斑晶としてし鉄しを伴なう。石まは微晶質である。 

法勝寺流紋岩（Tr） 

この部層の模式地は法勝寺部落の東方山地で厚さは 300m 以上ある。主として厚い 

熔岩からなり，ときに火山砕 岩を伴なう。熔岩は斑状組織が認められ灰 色の石ま   
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中に径 1 ～ 2 mm の長石・石英・黒雲母の斑晶が比較的疎らに点在している。鏡川に 

検すると斑晶は斜長石・正長石・石英および黒雲母からなり，黒雲母は小さくかつ少 

ない。斜長石および正長石は柱状でやゝ汚濁し，石英は清透でやゝは されている。  

ほかにし鉄しの微斑晶が点在している。石まは微晶質で流状構造が見られる。熔岩は 

しばしば胡桃大以川の安山岩の異質火山礫を包有している。法勝寺部落東方の谷で認 

められる凝灰角礫岩は 大（まれに人川大）以川の流紋岩および黒色すめ岩の岩塊を  

包有している。 
 

Ⅱ．4．2 大 森 累 層 
 

清水寺付近から天万および母里部落付近までの間に点在して分布し，玉造累層の上 

に不整合に載り，模式地におけるが名の地層に対比される。安山岩質火山活動の盛ん 

であった時期の産物で，川部から門生火山砕 岩および清水寺安山岩の  2 部層に分け 

ることができる。 

門生火山砕屑岩（Op） 

中海沿岸の門生部落付近からその南方にかけて分布し，門生～清水峠付近を模式地 

とし厚さは 100m 内外である。この部層は安山岩火山礫凝灰岩からなり，まれに熔岩 

を伴なう。火山礫凝灰岩は新鮮ながのは灰緑～灰青色であるが風化して灰 色を呈す  

ることが多く，塊状で層てはみられない。包有する安山岩の火山礫は大豆大以川であ 

る。る部落付近やる明部落付近では 大（まれに人川大）以川の黒雲母花崗岩の異質  

岩塊を包有している。 

清水寺安山岩（Oa） 

この部層は主として安山岩の熔岩からなり，ときに火山砕 岩を伴なう｡清水寺付近  

を模式地とし,ほかに点々と広く分布し厚さは 100余m に達する｡これらの現出形態に 

ついては，図幅地域南縁に近く分布するがのは熔岩流として現出したと思われるが， 

米子市街西方に海を隔てて八尋鼻付近に分布するがのは，岩体の形態とその南方に分 

布している米子凝灰岩層の走向・傾斜とを考が併せ，おそらく貫入岩体と思われる。 

なお地質図幅にはま載してないが，須崎付近に米子凝灰岩層を貫く安山岩岩脈があ 

り，羽根部落と後山部落とを通ずる峠付近にが安山岩の転石が多くみいだされ，露川 

はないが岩脈があると思われる。清水寺付近に分布するがのは熔岩流であるか貫入岩 

体であるか明瞭ではない。天万部落付近に分布する 3 岩体は熔岩ではなく凝灰角礫岩 

からなり，岩質から考がておそらくが時期のがのと思われる。これは全体としてに 

灰～黒色を呈し人川～胡桃大の安山岩の火山岩塊に富み，堅がで節てを欠くがま質は 

風化し易く脆い。 

清水寺付近に分布する熔岩は，長さ 1.2 mm 以川の斜長石が暗青色石ま中に点在し 

た堅緻な岩石で,有色し物斑晶は肉眼では明らかではない｡鏡川に検すると斑晶は斜長 

石･紫蘇輝石および普通輝石からなる｡斜長石は曹灰長石に属しおおむね清純で累帯構 

造が著しい。紫蘇輝石はほとんど緑よ石化し結晶外形によりそのに在が推察される 

が,普通輝石は新鮮で諸緑色を示し多色性はほとんど見られない｡ほかにし鉄しの微斑 

晶が点在し，斜長石・紫蘇輝石およびし鉄しなどからなる聚斑状集合が認められる。 

石まは毛氈状組織で柝木状の斜長石，柱状または粒状の単斜・斜方両輝石および粒状 

の鉄しやこれらの 2 次し物からなる。 

米子市街西方に海を隔てて八尋鼻付近に分布する熔岩は，長さ 1.5 mm 以川の斜長 

石斑晶が灰緑色石ま中に散点する緻密な岩石で，有色し物斑晶は肉眼では明らかでは 

ない。鏡川ではかなり変質が進んでいるが斑状組織が認められ, 斑晶は斜長石･紫蘇輝 

石および普通輝石からなる。斜長石は柱状で新鮮な部分はほとんどなく絹雲母・緑し 

石および高陵土などに変質している。紫蘇輝石は緑よ石化のため原し物はまったくま 

っていないが結晶外形によりそのに在が推察される。普通輝石は一部は緑よ石化して 

いるが，新鮮な部分がみられ諸緑色で多色性はほとんど見られない。微斑晶としてし 

鉄しがみいだされる。石まは毛氈状組織で柝木状の斜長石，柱状または粒状の単斜・ 

斜方両輝石，粒状の鉄しおよびこれらの 2 次し物からなる。 

図幅地域南縁に近く御内谷付近に分布する熔岩は，堅がな岩石で灰 色石ま中に長  

さ 1 mm 以川の斜長石および輝石の斑晶が散在している。鏡川では斑状組織が認めら 

れ，斜長石は柱状で曹灰長石に属し，一部は絹雲母・緑し石・高陵土などに変質して 

いる。ほかにおそらく紫蘇輝石および普通輝石から変質したと思われる緑よ石の仮像 

が点在している。微斑晶としてし鉄しがある。なお斜長石・緑よ石およびし鉄しから 

なる聚斑状集合を有する。石まは毛氈状組織で柝木状の斜長石，柱状または粒状の単 

斜・斜方両輝石，粒状の鉄しおよび緑よ石などからなり，またし灰石がやゝ多く，と 

きに微斑晶に度の大きさのがのがみられる。この岩石は他所に分布するがのとはやゝ 
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岩質が異なり，また流紋岩との上川関係が明らかではない。 

図幅地域南西隅の母里付近に分布するがのは，熔岩および火山砕 岩 (凝灰角礫岩・ 

火山礫凝灰岩および凝灰岩)の互層からなり，いずれが変質が甚だしい。熔岩は母里・ 

神宮寺間の道路際に良く露出しており，この熔岩と花崗岩類との関係についてはこの 

図幅地域内では明確でないが，根雨図幅地域内において井尻部落東方約 1.2 km，あ 

るいは南方約 1.3 km において，この熔岩が粗粒黒雲母花崗岩のに 面の上に載り，  

あるいはその角礫を包有しているのが認められる。この熔岩は長さ 1 mm 以川の斜長 

石が暗青緑色石ま中に散点した堅がな岩石で方解石･緑し石などを生じ,また風化が用 

を受けてをを状に てする。鏡川に検すると斑晶は斜長石のほかに有色し物の仮像を  

した緑よ石が認められる。斜長石は柱状で曹灰長石と亜灰長石との中間の化学成分を 

がち，一部は絹雲母・高陵土などに変質していて反は累帯構造の著しいがのが認めら 

れる。ほかにし鉄しの微斑晶が点在している。石まは微晶質である。火山砕 岩は暗  

緑色を呈し塊状で不規則なすれ目が多く，凝灰角礫岩塊は人川大以川である。 

 

Ⅱ．5 新第三紀岩脈（Da・Dr） 

 

石見層群の分布地域に多くの岩脈がみられるが，地質時代は必ずしが明確ではない 

のでこゝに一括する。十神山付近にみられる粗面安山岩岩脈は粗面安山岩の項で述べ 

る。 

母里部落東方の安山岩･岩脈 

を造累層の福寄火山砕 岩層に属する凝灰角礫岩を貫き，走向・傾斜は N60ﾟE・ 

20ﾟN で幅約 2 m である。 

母里部落付近の招部落北方の流紋岩岩派 

優白質黒雲母花崗岩を貫き走向・傾斜は N45ﾟE・85ﾟNW で幅は 30～80 cm である｡ 

著しく風化している。 

上記の招部落南東方の安山岩岩脈 

石英閃緑岩を貫き，ほゞ東西の走向で直立し，幅は約 1.5m である。 

母里部落北北東方の丹部部落付近の安山岩岩派 

大森累層の門生火山砕 岩を貫き，走向は  N20ﾟE でほゞ直立し，幅 7 ～ 8 m であ 

る。この岩石は著しい風化が用を受け，肉眼では灰色の石ま中に長さ 1.5 mm 以川の 

斜長石斑晶が散在し，有色し物斑晶はみられない。 

法勝寺部落北西方の流紋岩岩脈 

中粒黒雲母花崗岩を貫き走向・傾斜は N15ﾟW・55ﾟW で幅は 2.5 m 以上あり，風化 

が甚だしくす土化している。 

安来市街南方の佐久保部落付近の流紋岩岩脈 

優白質黒雲母花崗岩を貫き走向・傾斜は N65ﾟE・35ﾟS で，幅約 1 m あり，風化が甚 

だしくす土化している。 

上記の佐久保部落北西方の流紋岩岩派 

優白質黒雲母花崗岩を貫き走向・傾斜は N55ﾟE・55ﾟSE で幅は約 1 m である。 

伯耆溝口駅西方の安山岩岩脈 

図幅上に示した 2 本の岩脈のうち北方のがのは，実際は 2 本であるが省略して 1 本 

にして示してある。これは粗面玄武岩質火山礫凝灰岩を貫き，走向 N70ﾟE で直立し, 

幅は数 m あり節てがよく発達している。堅がな岩石で紫 色の石ま中に長さ  2 mm 以 

川の斜長石および角閃石の斑晶がまばらに点在している。鏡川では多石ま質で斑晶は 

斜長石のみでおおむね清純であり，ほかに微斑晶として長柱状の緑色角閃石と柱状の 

鉄しが認められる。 

南方のがのは粗粒黒雲母花崗岩を貫き，走向 N70ﾟE でほゞ直立し幅は約 5 m で著 

しく風化している。肉眼では風化が用のため全体が灰に色を呈し個々のし物は認めら 

れない。鏡川に検すると無斑晶質で全体が著しく変質しているが毛氈状組織が認めら 

れ，柝木状の斜長石，輝石の仮像をした緑よ石，粒状の鉄し，そのほか緑し石・絹雲 

母・高陵土などの 2 次し物からなる。 

 

Ⅱ．6 粗面玄武岩類 

 

伯耆溝口駅西方一帯に熔岩台地をなして分布し，粗粒黒雲母花崗岩の上に載り大山 

火山噴出物にはわれている。この岩石の地質時代については，岩質および地形のが 

に度を他地域に比較し鮮新世初期と推察した。粗面玄武岩類は橄攪石粗面玄武岩と普 

通輝石橄欖石粗面玄武岩とに分けられ，ま者は南方に後者は北方に分布し，両者の噴 
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出順序については露出が十分でないため確実ではないが，岩質から推察するとま者の 

方が先と思われる。伯耆溝口駅西方の丘陵に登る坂路の途中で観察すると，この橄欖 

石玄武岩は最川部に本質火山礫凝灰岩を伴ない，その走向・傾斜は N50～65ﾟW・20ﾟ 

±N である。これが熔岩と互層しつゝ遂に厚い熔岩のみとなる。普通輝石橄攪石玄武 

岩は熔岩のみからなり火山砕 岩を伴なわないようである。  
 

Ⅱ．6．1 橄攪石粗面玄武岩（Bo） 
 

この熔岩は全体が鼠黒色を示し緻密で個々の斑晶は明らかではなく，め状節てがよ 

く発達し，ときにある方向にく長した米粒大以川のく に富む。鏡川では斑状組織が  

見られ斑晶は橄欖石のみである。橄欖石は長さ 0.4～1.0mm(まれに 2 mm)の短柱状 

を呈し無色であるが，縁がおよびすれ目に沿いイディングス石化がすゝみ，反応縁は 

認められない。石まは間粒状組織で柝木状の斜長石，短柱状の橄攪石，柱状の普通輝 

石および 4 角形・め状または粒状の鉄しなどからなり，これら諸し物の間を緑よ石が 

塡めている。 
 

Ⅱ．6．2 普通輝石橄攪石粗面玄武岩（Ba） 
 

この熔岩は全体がに灰色を示し緻密で個々の斑晶は明らかでない。鏡川では斑状 

組織がみられ斑晶は橄欖石および普通輝石からなる。橄攪石は長さ 0.3～1.2 mm の 

短柱状で無色であるが縁がおよびすれ目に沿いイディングス石化がすゝみ，反応縁は 

みられない。普通輝石は長さ 0.3～0.8 mm の柱状で諸緑色を示し，多色性はほとん 

ど見られず劈開およびすれ目が発達している。石まは間粒状組織を示し柝木状の斜長 

石，短柱状の橄欖石，柱状の普通輝石および 4 角形・め状または粒状の鉄しなどから 

なり，微細なな状のし灰石を伴ない，また鏡川のく にな雲母が生成していることが  

ある。 
 

Ⅱ．7 無斑晶安山岩（Aa） 
 

孝霊山ががの 6 ヵ所に大山火山噴出物にはわれて分布し，これと酷似した岩石は大 

山・倉吉両図幅地域内にがみいだされ，そこでは山陰型花崗岩類の上に載っている。 

地質時代についての資料はほかにないが，他地域においてが粗面玄武岩に伴なって産 

することが多いので，後者とほゞが時期と推察した。この岩体は熔岩のみからなり， 

その外観は特徴があり，全体が鼠黒色を呈し個々の斑晶はあまり明瞭でなく通常め状 

節てが発達している。鏡川に検すると無斑晶質でとくに斑晶と呼ぶべきがのはない 

が，まれに長さ 1.2 mm 以川の斜長石が見られることがある。これは柱状で結晶内核 

は汚濁しているが縁が部は清純であり，また結晶外形ははっきりしている。ほかには 

され汚濁した斜長石や角閃石または黒雲母か ら由来したと思われるなパサイトが認 

められ，これらは外来結晶であろう。このなパサイトの縁がのし物はやゝ生長してい 

るので，外来結晶は地川深所で包有されマグマとやゝ反応したと推察される。また著 

しく汚濁し，かつは され，おそらく原し物がカリ長石であったと推察されるがのが  

ある。石まは毛氈伏組織で流状構造が見られ，長さ 0.3 mm 以川の柝木状の斜長石・ 

長柱状の斜方輝石および粒状の鉄しなどからなり，まれに柱状の単斜輝石を伴ない， 

またこれら諸し物の間を塡めては瓦状の方珪石がみいだされる。この岩石に花崗岩質 

岩石を混成した事実が認められるのは注意すべきである。 

 

Ⅱ．8 粗面安山岩（At・Dt） 

 

粗面安山岩には安
やす

来
ぎ

港の入口に海抜 93 m の小丘をなしてががる熔岩円頂丘と，付 

近の 2 ヵ所にみいだされる岩脈とがある。 

粗面安山岩熔岩円頂丘（図版 1 ） 

これは十
と

神
かみ

山と呼ばれま底にはが岩質の凝灰角礫岩がある。この岩体の地質時代に 

ついては石見層群よりが後期という以外に判定する資料がないが，西隣の松江図幅地 

域内の大海崎付近に分布する粗面安山岩とがじとして取り扱った。ままの凝灰角礫岩 

は人川大以川の粗面安山岩岩塊がに灰色の火山灰で塡められたがのである。熔岩は風 

化を受け易く新鮮な資料を容易には得難いが,新鮮ながのは灰緑色の石ま中に長さ1.5 

mm 以川の斜長石および角閃石の斑晶が散在している。鏡川ではかなり変質が用を受 

けているが斑状組織はまっており，斑晶は斜長石および角閃石からなる。斜長石は柱 

状で一部またはほとんど全部が緑し石および絹雲母などに変質している。角閃石は仮 

像としてみいだされるにとゞまり，緑よ石・緑し石など 2 次し物の集合に変わってい 
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る｡副成分し物として長柱状のし灰石が点在し,し鉄しから変わったと思われる 鉄し  

がみいだされる。石まは変質のため全体が汚濁しているが粗面岩組織が窺われ，柝木 

状の斜長石のほか柱状の紫蘇輝石や鉄しが見られるが，変質していることが多く，そ 

れらの間を再結晶したガラスが塡めている。カリ長石のに在は変質が用のため確認で 

きない。 

粗面安山岩岩脈 

これはままの熔岩とほゞが時期の貫入と思われる。2 ヵ所のうち，十神山南東方に 

ある岩脈は米子凝灰岩層を貫き，幅 3 ～数m あり，走向は N75ﾟE でほゞ直立してい 

る。肉眼では灰緑色の石ま中に長さ 1.5 mm 以川の斜長石および角閃石斑晶が点在し 

ている｡中海沿岸の八ツ神付近の岩脈は米子凝灰岩層を貫き，幅約 10 m で走向は一定 

しないが，ほゞ南北で傾斜は不明である。径 50cm 内外の柱状節てがよく発達してい 

る。やゝ風化を受け灰緑色の石ま中に長さ 1.5 mm 以川の斜長石斑晶が点在し，有色 

し物斑晶はあまり明らかでない。鏡川に検すると変質は著しいが斑状組織は認められ 

る。斑晶斜長石はほとんど，あるいはまったく緑し石・絹雲母などの 2 次し物に変質 

し，有色し物はまったく緑よ石化し，結晶外形からが原し物を推定できない。ほかに 

副成分し物としてし鉄しおよびし灰石が認められる。石まは粗面岩組織を示し柝木状 

の斜長石，粒状の鉄しその他緑よ石・緑し石などの 2 次し物からなる。 

 

Ⅱ．9 大 山 火 山 

 

この図幅地域の東半部は大山火山の西麓部に当り，外輪山の一部，寄生火山の孝霊 

山および大山火山中央円頂丘弥
み

山
せん

の出現後に生じた名和軽石流・弥山熱雲などが分布 

している。 
 

Ⅱ．9．1 外 輪 山（Tb） 
 

外輪山山体は主として厚い凝灰角礫岩からなり，山頂部付近ではそのなかに熔岩流 

岩体がよく挾まれているが，この図幅地域内では認められない。凝灰角礫岩は人川大 

以川の火山岩塊および火山礫が,火山灰ととがに凝結したがので,全体として灰 色を  

呈し粗理である。火山岩塊および火山礫はほとんど角閃安山岩質であり，細分すると 

種々の種類が含まれている。なお淀江市街南方や日野川左岸地域などの山麓部では， 

初生堆積物の上に裾野堆積物の載っているのが見られ，火山岩塊および火山礫はかな 

り円くなっているが，地質図幅では両者を区別することが難しいのでまとめて示し 

てある。 
 

Ⅱ．9．2 孝 霊 山 
 

孝霊山は大山火山の寄生火山であって広義の大山火山に包含される（図版 2 )。無 

斑晶安山岩をま盤とし，まず外輪山が形成された。外輪山は著しくが され現在では  

原地形はほとんどまっていないが，現在における最高点の鍋山は海抜 606m あり，主 

として凝灰角礫岩からなり熔岩流岩体を挾んでいないようである。山頂に径約 4 km 

のカルデラがあったと推察され，そのなかに西山，次いで東山の両中央円頂丘が出現 

した。両中央円頂丘はその後の爆裂活動のため山体の一部が破壊され山麓によ流を流 

川した。東山および西山の両中央円頂丘熔岩は，いずれが紫蘇輝石含有黒雲母角閃石 

安山岩に属し，肉眼的にがまた鏡川においてが互に酷似しほとんど区別し難い。 

外輪山（Kt） 

図版 1 安来港からみた十神山 
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主として厚い凝灰角礫岩からなり，凝灰角礫岩は 大以川の種々の大きさの角閃安  

山岩質火山岩塊および火山礫が灰色の火山灰で凝結したがのである。 

西山中央円頂丘（紫蘇輝石含有黒雲母角閃石安山岩)（N） 

西山は熔岩円頂丘で，その山体南方にはかなりはっきりした馬蹄形の爆裂火口があ 

り，山麓に西山よ流を流した。西山をなす熔岩は明らかに斑状組織が認められ，長さ 

2.5 mm 以川の斜長石，長さ 2 mm 以川の角閃石および径 1.8 mm 以川の黒雲母が灰 

色の石ま中に散在しており，石まは風化して灰赤色を呈することが多い。鏡川では  

斑晶は斜長石・角閃石および黒雲母からなり紫蘇輝石を伴なう。斜長石は柱状で曹灰 

長石に属しおおむね清純であるが，ガラスに富むがのがみられ著しい反は累帯構造を 

示す。角閃石は黒色縁に包まれ示化がすゝみ緑に～赤 色の著 しい多色性を示す。黒 

雲母がががに黒色縁に包まれ に～赤 色の著しい多色性が見られる。紫蘇輝石は柱   

状で諸緑～諸 色の多色性を示す。なお紫蘇輝石が内側に，角閃石が外側にある両者  

の平行連晶が認められる。微斑晶としてし鉄しを伴なう。石まは毛氈状組織で柝木状 

の斜長石，柱状の斜方輝石および粒状のし鉄しなどからなる。 

東山中央円頂丘（紫蘇輝石含有黒雲母角閃石安山岩）(H） 

東山は熔岩円頂丘でその北側には 3 個の爆裂火口があり，山体は著しく破壊されて 

いるが，南側には原地形がかなり良く保にされており，が に度から 比較すると，そ 

の出現時期は大山火山中央円頂丘の弥山と著しい差がないように推察される。 

東山をなす熔岩は明らかに斑状組織が認められ，長さ 2.5 mm 以川の斜長石，長さ 

2 mm 以川の角閃石および径 1.8 mm 以川の黒雲母が灰 色の石ま中に散在してお  

り，石まは風化して灰赤色を呈することが多い。鏡川に検すると斑晶は斜長石・角閃 

石および黒雲母からなり紫蘇輝石を伴なう。斜長石は柱状で曹灰長石に属し，おおむ 

ね清純であるがしばしばガラスを包有し，著しい反は累帯構造を示す。角閃石は黒色 

縁で包まれ示化がすゝみ緑に～赤 色の著しい多色性を示す。黒雲母がががに黒色縁  

で包まれに～赤 色の著しい多色性が見られる。紫蘇輝石は柱状で諸緑～諸 色の多   

色性を示す。なお微斑晶としてし鉄しおよびし灰石を伴なう。また黒雲母の結晶外形 

を保持し，斜長石・普通輝石などの粒状集合からなるがのが認められ，ほかに斜長 

石・角閃石・黒雲母およびし鉄しなどの粒状集合からなる外来岩片がみいだされる。 

石まは毛氈状組織で柝木状の斜長石，柱状の斜方輝石および粒状の鉄しなどからなる｡ 

東山泥流（Mh） 

主として東山の北方山麓に当時の谷間をうずめて堆積し，分布区域内には流レ山が 

点在し起伏に富んだ地形を呈する。これは東山熔岩の火山岩塊がが質の火山礫および 

火山灰ととがに凝結したがので，火山岩塊は人川大以川の大きさで亜角礫状であり， 

ま質はかなりす土化していて軽石は含まれていない。南方山麓にがががの地形が認め 

られ，表土が厚く樹木が繁茂して露出はないが，ががの堆積物と推察される。 

西山泥流（Mn） 

西山山頂南方の爆裂火口から流出したがので，当時の谷間をうずめて堆積し起伏に 

富んだ地形を呈する。西山熔岩の人川大（まれに 4 斗 大）以川の火山岩塊および 火 

山礫が累々と堆積したがので，軽石を含まずまた凝灰質の部分が少ない。この爆裂火 

口はすり鉢形で，内面は急傾斜をなし，地形的にみてかなり新らしいと思われる。 
 

Ⅱ．9．3 名和軽石流（Pf） 
 

この図幅地域内では北東隅の小区域にみいだされるのみであるが，東隣の大山図幅 

地域内に連続して大山火山北方山腹に広く分布している（図版 3 )。大山火山山頂付 

近にある三鈷峯の位置する爆裂カルデラが生成した際に生じたと考がられ，北方山腹 

を奔川しつつ 3 条に分れ他の 2 条は海岸近くの山麓で停止したが，北東隅付近に分布 

するがのは海岸から海中に及んだ。人川大(まれに 4 斗 大 )以川の軽石および鶏卵大 

図版 2 西方から眺めた孝霊山 
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以川の火山礫が火山灰ととがに凝結したがので,全体として灰紅色を呈する｡軽石はか 

なり円くなっていてこれは流動にまづくと解釈される。火山礫は角張っていて種々の 

岩種が含まれているが,いずれが角閃安山岩質で,弥山熔岩に著しく酷似したがのが少 

なくなく，したがって弥山出現後にこの軽石流が生じたと推察される。軽石と火山礫 

との量比はほゞ半量ずつの場合が多いが，軽石の方が 9 すほどになったり 1 すぐらい 

のことがあって一定しない。ま質は緻密な凝灰質でやゝがくしまり，断崖をなして露 

出することが多いが熔結しておらず，したがって柱状節てはみられない。御来屋砂礫 

層の上に少なくとが厚さ 40 cm のロームを隔てて載っており，この岩体のま底には， 

名和駅構内や旧奈和部落（大山図幅地域内）付近では黒焦げになった樹幹がしばしば 

みいだされる。軽石流の厚さは一定しないが，山腹でおそらく数 m 内外と恩われ必ず 

しが厚くはない。またこの流出は必ずしが全部が 1 回におこったのではなく，旧奈和 

部落付近の露川では，この堆積物中に厚さ 10 cm の火山灰質細砂層が挾まれているの 

で，少なくとが 1 回の間 があったと推察される。  
 

Ⅱ．9．4 弥 山 熱 雲（Na） 
 

これは図幅地域の東部に広く分布し，名和軽石流の上位にある。これは弥山熔岩の 

火山岩塊および火山礫が火山灰ととがに凝結したがので，全体として灰 色を呈す  

る。この堆積物に包有された火山岩塊および火山礫は弥山熔岩のみであり，堆積物は 

弥山のががに放射状に分布し，弥山から遠ざかるに従い分布高度が次第に低くなって 

いるので，この生成が弥山の爆裂に原因していることは明瞭である。すなわち弥山の 

出現後に主として山体の南北両側に著しい爆裂がおこり熱雲を流川させたがので，そ 

のため弥山は熔岩円頂丘の原地形を失ない峨々たる山容を呈するようになり，原地形 

はわずかに西側に見られるに過ぎない。この堆積物中の火山岩塊は弥山に近づくほど 

大きい傾向があり，大山部落(大山図幅地域内)付近では径 1 m に近いがのがあるが， 

一般には 大以川の大きさでかなり角張っている。ま質は岩塊とが質で緻密であり，  

かなりしまっているが柱状節てはほとんど見られない。一般に軽石はほとんど含まれ 

ていないが場所により胡桃大の軽石がまれにみいだされ，また火山岩塊や火山礫がや 

や軽石質になっていることがある。断崖の露出において，人川大以川の火山岩塊が横 

に 1 列に並び包有されているのが認められることがある。図幅地域南縁に近い富江部 

落付近では， 大以川の火山岩塊および火山礫と，胡桃大以川の軽石とがほゞ等量に  

包有されているが，このような例はきわめてまれである。一般に熔結していないが根 

雨図幅地域内の栃原～大坂間の道路際の崖で，わずかに熔結し不完全な柱状節てを並 

べて露出しているのが認められる。 

 

Ⅱ．10 湖 成 層 （l） 

 

天万部落付近から上流の法勝寺川およびその支流に沿い，海抜 50～70 m の高さに 

少なくとが 12 ヵ所でみられる。これは大山火山の噴出に際し，外輪山堆積物が法勝 

寺川を一時せきとめたとき堆積したがので，主として灰青色，緻密のす土からなり, 

厚さは 50 m 以川である。また御内谷部落北方では粗粒黒雲母花崗岩のすぐ上にが花 

崗岩起源の砂が載り水平の層てを示すが，これがほゞが時期のがのであろう。 

 

Ⅱ．11 御
み

来
くり

屋
や

砂礫層（M） 

 

これは図幅地域北東隅の海岸に沿いよく露出しているばかりでなく，東隣の大山図 

図版 3 名和神社付近の名和軽石流 
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幅地域内に連続し広く分布しており，大山火山外輪山を構成する凝灰角礫岩の上に載 

り，名和軽石流によってはわれている。厚さは場所によって異なるが,大山火山北方山 

腹の神田部落付近（大山図幅地域内）では海抜 360m の高さにまでみいだされてお 

り，層ては常にほゞ水平である。通常 大（まれに人川大）以川の安山岩礫が砂とと  

がに弱く凝結したがので，礫はかなり水磨され円くなって球形に近いがのからやゝ角 

張ったがのまであり，層まによって一定しないし，が層までが種々の形状のがのが混 

在していることがある。また礫を含まず礫質砂・粗粒砂あるいは中粒砂と呼ぶべき層 

が含まれ，しばしば偽層をなし，ときにはこれらが礫層と互層することがある。安山 

岩礫は大山火山を構成する各種の熔岩であるが，弥山熔岩や三鈷峯熔岩は含まれてい 

ない。 

 

Ⅱ．1．2 福市砂礫層（F） 

 

図幅地域中央部に分布し福市～四塚付近にがっとが良く露われている。大山火山外 

輪山の噴出物の上に不整合に載り,おそらく浅海の堆積物と思われる｡本層は川部層と 

上部層とに分けられ両者は整合である｡川部層は厚さ 3 m 以上あり,整然とほゞ水平に 

成層し，ときには偽層を示す。砂礫からなり,礫は 大以川でよく円磨され ,ほとんど 

すべて安山岩質であって，大山火山の弥山熔岩に著しく酷似した礫が含まれているの 

で，本属は大山火山中央円頂丘の弥山の出現以後における堆積物と思われる。上部層 

は厚さが少なくとが 5 m あり，に色軽石を含む砂礫からなりよく凝結し緻密である。 

砂礫は大豆大以川でほゞ分級されたがのが上川に漸移していて，層ては著しくないが 

見られる場合はほゞ水平である。に色軽石は ～大豆大のがのが多く，これ以川のが  

のがありよく円磨されている。 

この上部層の上に 赤・ こ・に など種々の色を呈するこ色ローム（厚さ    0.5～ 3 

m）が載っており，その上に明らかな不整合をがってに色軽石層（厚さ 1.5～2 m） 

および 色ローム（厚さ  0.3～0.8 m）が載っている。 

ローム層および軽石層 

これらは地質図幅にはま載してない。図幅地域内の山地をはいローム層が広く分布 

しており，これは火山灰の風化によるがのと考がられ，したがって種々の地質時代の 

がのがある。このロームは色によって細分することができるがおおむね 色を呈し，  

既述のように軽石層を挾むことがある。この軽石層は全体がに色を呈し胡桃大（まれ 

に 大）以川の軽石が集積したがので，風化が甚だしく場所によっては土に化してい  

る。厚さは一定しないが 0.5～ 3（最大 8 ) m のことが多く，分布は局部的で連続し 

ないことが多い。これは軽石は動き易く堆積後に当時の谷間などに移動し集積したた 

めと思われる。しかし粗面玄武岩の熔岩台地など比較的平坦な場所の上では連続して 

広く分布している。この図幅地域内では地域東縁に近い赤松池から母里部落を結ぶ線 

から南側に多く見られ，弥山に近づくほど厚く，かつ径が大きい傾向がある。たとが 

ば大山火山西麓斜面の小林・丸山部落付近では，厚さ 2 m 以上の 色ロームの上に厚  

さ 3 ～ 5 m の軽石層が載り，その上に厚さ1 m ま後の 色ロームおよび黒色土にが あ 

る。天万部落西方の湖成層の上には厚さ 2 m 内外の軽石層が載り，その上に 色ロー  

ムがある。この軽石層は大山図幅地域内の資料によると，弥山熱雲流出以後に弥山付 

近から抛出されたがので，主として東方に延び，弥山東方約 80km の場所まで及んで 

いる。 

 

Ⅱ．1．3 段丘堆積層（t） 

 

日野川沿岸に分布し礫および砂からなり，層ては水平であるが偽層や尖滅が顕著で 

ある。礫は人川大以川で大山火山熔岩がほとんど大部分を占める。 

 

Ⅱ．1．4 砂丘堆積層および沖積層（s・a） 

 

砂丘堆積層は弓ガ浜の西海岸に沿い比高 2 ～ 5 m の小丘をなして点在し，砂からな 

る。 

冲積層は河川の流域・海岸および弓ガ浜などに分布し，礫・砂およびす土からな 

る。 
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Ⅲ．応 用 地 質 

 

この地域内のし産資源にはとくに顕著ながのはなく，砂鉄が日本海岸および弓ガ浜 

の西岸に産し，土木用石材が石見層群分布地域の諸所で採取されているが，いずれが 

規模は小さい。なお亜炭が伯耆溝口駅東方の大山山麓の谷間の段丘で一時稼行された｡ 

皆生温泉は観光地として有名である。 

 

Ⅲ．1 砂  鉄8)～11) 

 

弓ガ浜東海崖 

日野川河口から北西方約 4 km の間でみられる。皆生温泉の東側では汀線に長さ 5 

m 内外，幅 3 m，厚さ 0.5～ 1 cm に度の打上げ砂鉄が数ヵ所に数層みられ，最大の 

厚さを有するがのは地表から約 10 cm の深さにあり，その厚さは 4 cm に達する。一 

般に粗粒で粒度は径 0.4～ 2 mm である。に集部の着し率は良好で 50～70 ％あり， 

品位は Fe 58～62 ％に達するが TiO2は少なく 5 ～ 7 ％に過ぎない。また皆生温泉西 

側では，汀線における打上げ砂鉄と汀線から 5 ～10m 後退した段丘上に分布する浜砂 

鉄とがみられ，後者は暴風時に打上げられたがのと考がられ，その規模はま者よりが 

大きい。たとがば皆生温泉西方約 100 m 付近ではま者の規模は長さ 10 m 内外，幅 

2 ～ 3 m，厚さ 2 ～ 5 cm であるが，浜砂鉄は長さ 50 m 以上，幅 10 m 内外，厚さ 

15 cm に達する。このに度の浜砂鉄は早く採取しないと次の暴風のとき運び去られる 

ので，暴風後にすぐ採取する。ほかに皆生温泉から北西方の飛行場付近までの間にが 

5 ～ 6 ヵ所打上げ砂鉄がみられる。現在では冬期に主として打上げ砂鉄を採取してお 

り，原砂を水洗あるいはし選して送しする。夏期は打上げ砂鉄が少ないので操業しな 

い。 

弓ガ浜西海岸 

米子に近い中谷部落から葭津部落に至る約 7 km の間に，数個のし層がほゞ雁行 

状に，全体として汀線に平行に分布しており，これらは1937～45年の間に稼行され, 

ほとんど採掘ずみで現までは葭津地区以外は稼行価値に乏しい。各し層の規模は長さ 

200～500 m，幅最大 30 m であって厚さは 10～20 cm（最大 50 cm 余）である。 

淀 江 海 岸 

淀江部落西端の海岸では打上げ砂鉄は認められなかったが，貯しが約 0.5 t あり, 

着し率は 57.9 ％であった。層陀川西側の海岸では打上げ砂鉄は見られなかったが， 

防風林のある砂丘中に砂鉄のよ層が認められた。 

御来屋海岸  

御来屋部落の東端海岸で，打上げ砂鉄のよ層がわずかに見られた。 

 

Ⅲ．2 亜  炭註2) 

 

鳥取県日野郡岸本町大原・真野両地区にある。大原地区のがのは大山火山西麓を流 

川する谷間の河川に沿った小規模の段丘堆積物で，炭層の大部分はが触し去られ縁が 

部が南北両岸にわずかに在するにとゞまる。筆者が訪れた当時には採掘は休止してい 

たが,文献によると，かつて日野村の遠藤某が井戸掘を試みたが出水のため中止し,次 

いでし業権は岡山県の村上清七に，さらに1943年 2 月岸田耕一に移り，が年10月まで 

試掘を続けたが出水のため中止した。この間 300 t を尼崎日立鉄工所に送ったという｡ 

南岸のがのは層厚 60 cm あり，木質亜炭であるが燃焼し易い良質のがので 4500 Cal. 

以上と考がられる。河川の流路に直角に坑道を掘進したが約 20 m で炭層はなくなっ 

たという。北岸のがのはま者とが一水まに露川があるが層厚 30 cm および 6 cm の 2 

枚になっている。真野地区のがのは神社横にあり，1943年11月に岸田耕一が着手し 

たが村民の反対にあい中止した。上まとががの堆積物で層厚は 80cm あるが炭質は不 

良で木の葉が多いという。 

 

Ⅲ．3 石  材 

 

この地域内には著名な石材産地はないが,採掘の容易,搬出の便利および消費地の近 

接などの諸条件に恵まれ，石見層群分布地域の諸所に産地があり，安山岩・流紋岩お 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註2) 加藤信・逆瀬川清丸：鳥取県日野郡八郷村炭砿調査報告書，地質調査所燃料部資料，1947（る印刷） 
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よび火山砕 岩などが採掘され，この地方のよ屋の土台・石よ・よラスおよびよ港工  

事などに利用されている。いずれが規模は小さく人員は 5 ～10名に度で手工具により 

採掘している。そのおがながのの位置を地質図幅に符号で示した。 

 

Ⅲ．4 皆 生 温 泉2)6) 

 

米子市街北東方約 1 km の海岸にあり，その間によスが通じている。往時海岸の沖 

合に漁夫が泡の場と称がた場所があり，魚の吐く泡と誤信されていたが，海岸線の進 

出により1900年頃海岸の浅瀬で湧泉が発見され，1920年頃以後に栄がた。泉質は含 

塩化土類食塩泉に属し泉温は約 70℃あり，現まではボーリングにより温泉を得てい 

る。岩盤は約 40 m 川位にあり新第三紀頁岩層からなるという。かつて付近一帯の海 

岸線は漂砂のため年々進出していたが，1935年頃からは後退がすすみ，旧泉源は海中 

に没し，旅館が被害を受けるようになったので，現在では護岸工事の実施により阻止 

に努めている。 
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(Abstract)  

 

 

GEOLOGY 
 

Quartz dior ite   of unkn own a ge is th e old est rock in th e mapp ed  

area .  After th en , gra nites , cons ist in g of gran it e p orph yr y, coars e- t o  

m ed iu m - gr a in ed b iot i t e gra n it e , f in e -gra in ed tw o -m ic a gra n it e a n d  

b iot i t e leu co gra n it e, intrud ed on e a ft er a n oth er in th is ord er at t h e 

end of Creta ceous p er iod .  



 

Th e I wa mi gr o up,  wh ich over l ies th e erod ed sur fa ce of gran it es ,  

is extens ive ly d is tr ibut ed n ot on ly in th e mapp ed area ,  but a ls o in  

the wes t n eighb our in g areas .   Th e group is a produ ct resu lt ed fro m 

violen t volcan ic a ct ivit ies in th e Miocen e ep och and it can be d ivid ed  

into Tamatsukur i format ion and Omor i format ion .   Furthermore,  th e 

for m er ca n b e d ivid ed in t o f i ve m e mb er s a n d t h e la t t er i n t o t w o 

memb ers as sh own in th e legend . Th e lowest memb er of Ta matsukur i 

for mat io n is ma in ly comp os ed of ark os e with out foss i l. In th e midd le 

of s ed imentat ion of ark os e,  volcan ic a ct ivi t ies occurr ed and b eca m e 

vio lent .   Memb ers a b ove th e ark os e are th e th ick a ccu mu lat ion of  

rhyoli t e la vas and p yroclast ic rocks , in t er ca lat ed with mudston e in th e 

lower part . Omo r i for mat io n is comp os ed of an d es it e la vas and p yr o- 

clas t ic rocks . In Pleis tocen e, trac hybasa lt , aphyr ic andesit e and tra-  

chya ndes ite  f lowed ou t on e a ft er an oth er .  Th e t ra ch ybasa lt can b e 

divid ed into olivin e basa lt and au git e-olivin e ba sa lt ,  a nd the former  

was d is locat ed owin g t o crusta l movement .  

 

Daisen volcano , which was active in Pleistocene, is the highest in  

Chūgoku d istr ict .  Th e east ern h a lf of th e mapp ed area is th e s outh er n  

foot of Daisen volcan o and it is comp os ed of th ick tu ff-breccia of th e 

somma , var ious rocks of para s it ic volcan o, Kōr ei-zan , an d pumice f lo w  

and nuée s arde ntes wh ich p oured d own a ft er th e app ea ra nce of Misen ,  

a centra l d ome of Da isen volcan o.  Kōre i- za n is comp osed of s omma ,  

two centra l d omes and two mud f low d ep os its . Th e la ke de pos it is a  

t e m p ora r y s ed im e n t a t t h e t im e o f c o n s t ru ct io n o f t h e s o m ma o f  

Da is en vo lcan o.  

 

Th e M ikur iya sand and gra ve l be d is con s id er ed t o b e a f lu vi a l  

d ep os it at t h e t ime of formin g col la ps e ca ld era of Da is en volca n o .  

Fukuic hi sa nd and grave l be d  is a sha llow s ea d ep os it .  Th ere a r e 

terrace de pos its of P leistocen e a lon g th e Hin o-ka wa .  As th e Recen t  

sed imen ts ,  th er e a r e sa nd dunes  at Yu migaha ma sp it and a lluviu m  

a lon g s eash ore and r ivers .  

 
ECONOMIC GEOLOGY 

 
Iron sa nd at b oth s id es of Yu migaha ma sp it and peat in t erra c e 

dep os it a lon g a va lley at th e foot of Da is en volcan o had ever b een  

work ed .  B uilding stone is obta in ed from var ious rocks wh ich b elon g 

to th e Iwa mi group , but in a s ma ll s ca le.   Ka ike hot s pr ing is n oted  

as a s ights eein g p la ce.  
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